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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
前回の話の中に、情報システムのライフサイクルの話がありました。今日は、その中の、設計と開発の部分を扱います。



システムのライフサイクル2
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プレゼンテーションのノート
まず、情報システムのライフサイクルの復習です。初めに、業務をシステム化するという要求があります。そこで、業務のどの部分をシステム化するのかという計画を作ります。さらに、システムが何ができるのか、どのようにできるかを定義し、仕様書としてまとめます。仕様策定の後、情報システムの設計と開発がスタートします。この過程で、要件等を詳細化・具体化していきます。出来上がった情報システムをサービスとして業務に投入します。運用期間中には常に保守作業が必要です。やがて、ハードウェアやソフトウェアの更新の必要度、運用で明らかになった課題などに基づき、更新するのか、廃棄するのかを決める時期がやってきます。



システムの計画

定性的・非技術的要求を定量的・技術的
要件へ

業務を行う部署と情報関連部署の連携が
必須

業務改革が連動しなければ却って非効率
になる危険性

他のシステムとの連携も意識
実現可能性・費用対効果・運用コストも
検討
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
システムの計画段階では、何をしたいのかを明確に記述していきます。例えば人事給与のシステムを外注して作ることを考えましょう。人事給与の担当者は任用や給与計算の業務は知っていますが、情報システムのことは分かりません。情報技術者は、通常は他の組織の人事給与システム開発の経験がある人が来ます。しかし、組織毎に異なる人事給与のやり方があります。そこで、人事給与の担当者と開発担当者が、協力して、何をするシステムなのかを詰めていきます。この時に、業務改革が連動することが重要です。初めての情報システム化の場合には、従来の方式を変える必要が出てくるでしょう。人事給与システムであれば、任用や昇任の手順、給与計算に必要な俸給表などの整備、研修や資格などの評価方法、決済フローなどの見直しが発生します。また、他の情報システムとの連携も必要です。別に動いているであろう認証システムとの連携や、他のシステムへの情報提要も必要でしょう。システム構築に使えるお金と時間は有限です。使える資源の中で、何ができるかを冷静に考える必要があります。また、動き始めた後の運用コストも考えておかないと、動かないシステムになってしまいます。



要件定義
業務を行う部署から

システムの目的の整理
どの業務をシステム化するか
システム化で何を可能とするのか

業務改革は必須
紙で行っていた時との違い
業務見直し
法律の制約

4

プレゼンター
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仕様書の中で、システムが何をするかを記述する部分は、「要件定義」と言います。業務の部署が中心になって計画します。まず、目的の整理が必要です。人事給与のシステムであれば、担当している事務のどこまでをシステム化するのかを考える必要があります。その際に、情報システム化以前の業務を整理しておく必要があります。例えば、決済フローを整理することで、データ入力から決定までを効率化できるかもしれません。情報システム化すると、データの計算や整合性の確認を自動化できるでしょう。確認のための書類を簡素化できるかもしれません。情報化によって新たな価値を生み出せるのが理想です。例えば、人事給与システムであれば、組織内の人の基礎情報として他の情報システムへ人の動きのデータを提供する機能、人件費の統計を作成して経営判断に提供する機能などです。特に行政の場合には、法律的な制約があるかもしれませんから、注意が必要です。



機能要件と非機能要件

機能要件
業務に関する機能
「○○ができること」

非機能要件
性能：同時アクセス〇人
保守：「障害時に1時間以内に対応」
セキュリティ
移行
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要件の中の「機能要件」とは、業務に関する機能のことです。通常は、「○○ができること」という書き方になります。例えば、会計システムであれば、「○○、○○を入力することで、発注依頼を行うことができること」、「日付を指定することで、発注状況を表示することができること」などです。もう一つ「非機能要件」というのがあります。それは、機能とは別の、実際に使い物になる情報システムであることの要件です。例えば、性能です。同時に利用できる人数や、何か操作をした際の応答時間、データの総量などが性能要件になります。また、運転可能時間（24時間365日）や障害時の保守体制（「障害時には1時間以内に対応すること」）などが保守の要件となります。近年では、セキュリティの要件も重要になっています。ウィルス対策、アクセス制限、セキュリティ監視などの要件です。システムの運用終了時に、次のシステムへのデータ移行要件が入る場合もあります。外注する場合には、受注者の資格を記述することもあります。システムを外注する場合には、曖昧な要件定義は大きな問題となることがあります。発注側と受注側の意思疎通が悪く、開発に時間を要することになります。また、受注側は、リスクを小さくするために高額な見積もりをしがちになります。



詳細仕様

要件と技術仕様との調整
業務部門とシステム開発者との調整

画面イメージ(mockup)
処理の流れ
データベース設計
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非常に重要な過程

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
要件は、業務担当側の視点でまとめ、仕様となります。この後、これを情報システムとして実現するために、詳細仕様を作成します。これは、要件を技術的に実現するための工程です。要件を受けて、技術仕様を作成します。その中には、画面のイメージ、画面遷移、データ設計などがあります。情報技術者がまとめますが、業務担当者と相談しながら、要件との齟齬がないかを確認していきます。ここをいい加減に行うと、開発途中で後戻りをすることとなります。特にデータベースの構成は変更が難しく、最初からやり直しになってしまいます。



システムの開発

外部設計
外からの仕様：機能要件、ユーザインター
フェース、他システムとの連携

内部設計
システムのモジュール化、インターフェイス
詳細設計

プログラム設計
データ構造、プログラムモジュール、モ
ジュール間連携
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技術仕様ができたら、開発が始まります。開発は、幾つかの側面があります。外部設計とは、外からの仕様が規定します。機能要件やその後の画面設計を通じて、各画面で必要なデータが決まります。他のシステムとの関係が、開発するシステムが何を保有すべきか、他に提供すべきデータが決まります。もちろん、どのようにデータをやり取りするかも制約があるでしょう。情報システム内部の設計としては、システムのモジュール化や各モジュール間のインターフェース、そして本当の詳細設計があります。最後に、データの構造、プログラムの詳細なモジュールなどを設計します。



システムの開発
モジュール化
システムをできるだけ独立した部品に
分割する
業務毎の機能
共通的機能

MVC (Model-View-Control)
業務のモデル
ユーザインターフェイス
画面遷移
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
モジュールというのは、小さな独立性の高い単位のことです。長い論文を書くことを考えましょう。序論から結論へ向けて、一気呵成に書くことは極めて困難ですね。そこで、基礎となる理論、実験や調査の方法、データの分析などの章を先に書きますね。これがモジュールです。システム開発では、業務毎、機能毎などのモジュールを作ります。ここで重要な観点があります。MVCの分離です。業務やデータ処理のモデル、利用者への見せ方であるユーザインターフェイス、処理のフローの制御を分けることです。こうすることで、要件との不整合が起こったときに、変更の影響範囲を小さくすることができます。



開発の後半

プログラミング
テスト

単体テスト：各部品のテスト
結合テスト：部品を連結した後のテスト

検収
機能性能要件を満たしているか
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設計が終わったら手を動かす開発です。まずは、プログラミングです。プログラム開発者が手を動かすところです。最近では、自動プログミングが可能となっています。様式に沿った仕様書を入力するとプログラムの原案がでてくるようなシステムがあります。また、質の高いプログラムを製造するために、厳しいコーディング規約（プログラムの書き方の規則）を持っている企業もあります。出来上がったプログラムは、二段階以上のテストを受けます。各部品のテストと部品を結合して行う結合テストです。テストの過程で、実際のデータを使ったテストを行う場合もあります。外注したシステム開発の場合、ここで実データを使うため、データの扱いに関する覚書などが必要になります。開発が終わったら、発注側の人が、「これで良いですよ」と判断する、検収という手順があります。機能要件を充足しているか、性能は足りているかなどを確認します。



品質保証

ソフトウェア全般の質を保証
コーディング規約

誰が書いても同じ品質
テスト体制

開発者とは違う人がテスト
独立した品質保証部門
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品質保証はとても大切です。開発した人が、「良いですよ」といっても、全く説得力がありません。開発者とは別の人が、「良いです」と言わないといけません。多くの大きな開発業者では、コーディング規約として、関数や変数の名前の付け方などの規則を定めています。社内で文書化したアルゴリズムとの整合性も確認します。また、規則に従って記述したプログラムの動作を確認します。開発者とは独立に、テストを行うことで性能・品質を確保することも必要です。このように、大きな開発業者の場合では、独立した品質保証部門を持っています。



システムの運用・保守
初期

実際に業務へ投入し利用する
データの整備

旧システムがある場合は、移行作業

利用者教育
不具合、要求要件との齟齬の調整

要求要件との差が大きい場合には大問題
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開発が終わって、サービスに入ったシステムは、運用・保守の入ります。まずは、データを投入します。新たなシステムが要求するデータの形式を満たす必要があります。データが入るとシステムが動き始めます。最初に行わなければならないのは、利用者教育です。日々、システムを使ってサービスを提供するのは、業務を担当する職員です。システムが新たに入った、あるいは変更になったので、職員に新しいシステムの使い方を覚えてもらわなければなりません。もちろん、画面を見ると使い方がわかるようなシステムであるべきですし、誤った入力を抑止する仕組みも入っているべきです。しかし、それでも教育は必要です。最近では、オンライン教材の形をとることもあります。職員がシステムを使い始めると、幾つかの不具合が出るでしょう。開発の段階で想定しなかった操作を職員がするかも知れません。職員の人がやりたいことがうまくできないこともあるでしょう。微調整はできるかもしれませんが、大きな齟齬があると大問題です。



システムの運用・保守
中期

日常的なデータ更新・バックアップ
OS・ミドルウェアのアップデート

特に脆弱性対策
不具合対応
ユーザ要求等への対応

終期：更新への準備
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システムが安定して運用している間も保守が続きます。日常的なデータ更新やバックアップは、業務担当が行う場合が多いでしょう。OSやミドルウェアは数か月毎にバージョンが上がります。このバージョンアップを実施することで業務アプリケーションへ影響がないかを判断する必要があります。特に、深刻な脆弱性が見つかった場合には、厳しい判断が必要になります。運用していると、「○○はできないのかなぁ」という利用者からの要求が出てきます。あるいは、連携システムとの調整が必要な部分も増えてきます。更新を考える時期が迫ってきます。



システムの運用・保守
終期

更新への準備
次期システムの計画
何をどのように改善するのか
単に「古くなったから」ではダメ

データ移行準備
データクレンジング：不良データ対応
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そろそろ更新を考えなければならない時期です。どういうポイントを改善するのか、どういう機能を追加するのかを考えます。5年くらい経過すると、情報システムの在り様が大きく変化することがあります。その新しい在り様にどこまで対応するかも考える必要があります。運用していると、データにゴミがたまっている可能性もあります。それを掃除するのも、このタイミングです。



システムの開発工程

Water Fall Model
設計、開発、テストと直線的な進捗をイ
メージ

不具合があった場合には、大きく戻る
Agile Software Development

一部の機能を持ったものを順次開発
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プレゼンター
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これまでの話から、設計から、開発、テストと直線的に進むイメージを持ったかもしれませんね。これは、ウォーターフォールモデルという考え方です。理想かもしれませんが、不具合があると大きく戻ってやり直しとなります。一方、小さなパーツを順次作り上げて、最後にまとめるのが、アジャイルと呼ばれる手法です。近年は、再利用可能なパーツを開発する手法が普及しています。



他システムとの連携

他システムとのデータ連携は必須
重複排除→効率化・迅速な更新

各システムはデータインターフェイ
ス・データ更新タイミングが異なる
柔軟な連携を可能にする基盤が有利

連結するためのキーが必要
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プレゼンテーションのノート
最近の情報システムは、単独で動作するものは少なくなっています。他のシステムと連携することで、データの重複は無くしています。重複があると、データ変更を全システムに波及させるコストが大きくなります。しかし、各情報システムは、それぞれのタイミングで情報を更新します。また、システム更新の時期もバラバラです。その差を吸収するために、連携基盤を導入する組織が増えています。



データ連携イメージ16

データ連携基盤

人事システム

利用者DB

統合認証

職員DB

教務システム

学生DB

ポートフォリオ

図書館システム

教員活動

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、佐賀大学で稼働している連携基盤のイメージです。連携基盤を中心に、人の情報を業務システムに流しています。
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